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　過
去
の
一
般
質
問
に
て
、

交
通
弱
者
対
策
に
関
す
る
質

問
を
し
た
が
、
そ
の
後
の
調

査
・
研
究
の
結
果
は
ど
う
な

の
か
。

Q

　阿
戸
線
の
平
均
乗
車
率
は
。

Q

　
路
線
廃
止
の
理
由
と
し
て

は
、利
用
者
が
少
な
い
た
め
、ニ

ー
ズ
の
高
い
他
の
路
線
へ
振
り

替
え
、バ
ス
交
通
の
利
便
性
を

高
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。し

か
し
、生
活
交
通
の
廃
止
に
は

事
前
に
十
分
な
周
知
が
必
要

な
た
め
、廃
止
延
期
の
申
し
入

れ
を
行
って
い
る
。廃
止
期
日
が

決
ま
っ
た
場
合
に
は
、速
や
か
に

周
知
す
る
よ
う
広
島
電
鉄
に

要
請
し
て
い
る
。

A

質問
一般

ズ
バ
リ
、町
政
を
問
う
！
８
人
の
議
員
が一
般
質
問
を
行
い
、町
の
施
策

等
に
つ
い
て
町
長
に
対
し
論
戦
を
挑
ん
だ
。

総 

務 

部 

門

（福垣内議員）
交通弱者対策の調査・研究状況は。

整理すべき課題が多く、慎重な検討が必要である。
（平本町長、内田福祉課長） 

Q
A

　
利
用
者
か
ら
費
用
を
も
ら

う
場
合
は
、
道
路
運
送
法
に

基
づ
く
様
々
な
条
件
や
制
約

が
あ
り
、
交
通
弱
者
全
般
へ

の
適
用
は
困
難
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
責
任
や
補

償
問
題
に
つ
い
て
も
、
十
分

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
慎
重
に
研
究
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

（
内
田
福
祉
課
長
）

A

　
ダ
イ
ヤ
改
正
後
（
平
成
19

年
10
月
〜
平
成
20
年
１
月
）

の
平
均
乗
車
数
は
、
平
日
１

日
当
り
185
人
で
、
仮
に
全
24

便
に
均
等
に
乗
車
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
、
１
便
当
り
約

7.7
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
内
田
福
祉
課
長
）

A
　検
討
委
員
会
を
設
け
て
、

実
験
的
な
実
施
を
。

Q　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
な
、
町
内
の
バ
ス

路
線
存
続
を
脅
か
す
可
能
性

の
高
い
事
業
は
、
現
時
点
で

は
実
証
運
行
を
含
め
、
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

（
平
本
町
長
）

A

（藤本議員）
「皇帝ハイツ～役場」バス路線廃止の内容は。

廃止期日の延期申し入れを行っている。
（平町総務部長）

Q
A

　バ
ス
会
社
か
ら
、「
皇
帝
ハ

イ
ツ
〜
役
場
前
」の
路
線
区

間
の
廃
止
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
と
聞
く
が
、そ
の
具
体
的

内
容
は
。

Q
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千
葉
県
沖
で
海
上
自
衛
隊

の
イ
ー
ジ
ス
艦
「
あ
た
ご
」

に
よ
る
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船

へ
の
衝
突
事
故
が
発
生
し
た
。

近
隣
を
見
て
も
海
上
自
衛
隊

が
あ
り
、
町
民
の
安
全
や
安

心
を
守
る
た
め
に
も
、
一
刻

も
早
く
事
故
の
真
相
究
明
と

再
発
防
止
策
を
実
施
す
る
よ

う
、
町
と
議
会
が
一
緒
に
な

り
、
国
へ
要
望
し
て
は
ど
う

か
。

Q

民 

生 

部 

門

（白築議員）
イージス艦事故に関する再発防止策等の要望を。

現時点では全体の推移を見守りたい。　　（平本町長）

Q
A

（藤本議員）
熊野町国民保護協議会条例に関連した熊野町の動きは。

策定した国民保護計画を基に、今後も防災体制強化を図っていく。
（広田生活環境課長）

Q
A

　
防
衛
省
は
自
衛
隊
の
運
用

に
関
し
て
、
民
間
人
の
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
責
任
が

あ
り
、
事
故
の
再
発
防
止
策

の
策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
第
一

義
的
に
は
国
の
事
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
現
時

点
に
お
い
て
は
全
体
の
推
移

を
見
守
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A

　
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み

の
処
理
に
各
自
治
体
は
頭
を

悩
ま
せ
て
お
り
、
収
集
を
有

料
化
す
る
市
町
村
が
全
国
的

に
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

Q　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
た
、
資
源
ご
み
の
分
別
徹

底
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
や
ご
み
の
減
量
化
、
排
出

量
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
化
、

町
民
の
意
識
改
革
等
を
進
め

る
に
当
た
り
、
ご
み
袋
の
有

料
化
や
統
一
化
は
、
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
町
民
の
理
解

や
協
力
を
得
な
が
ら
、
近
隣

の
状
況
を
調
査
・
研
究
し
、

関
係
町
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

慎
重
に
対
処
し
た
い
。

A

　
熊
野
町
国
民
保
護
協
議
会

条
例
が
平
成
18
年
９
月
19
日

に
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

実
際
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

Q　
制
定
後
、
２
回
の
国
民
保

護
協
議
会
を
開
催
し
、
ま
た
、

町
広
報
等
を
通
じ
て
町
民
か

ら
意
見
公
募
を
行
い
、
県
と

の
協
議
を
終
え
、
平
成
19
年

２
月
に
「
熊
野
町
国
民
保
護

計
画
」
を
策
定
し
た
。
有
事

の
際
に
は
、
「
い
か
に
し
て

町
民
を
守
る
の
か
、
い
か
に

被
害
軽
減
に
努
め
る
の
か
」

を
念
頭
に
、
今
後
も
防
災
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

A

（渡議員、藤河議員）
ごみの有料化について、どう考えているか。

調査・研究を行い、慎重に対処する。
（立花民生部長）　 　　　

Q
A
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（白築議員）
乳幼児医療費助成制度の拡充を。

多大な負担を必要とするため、慎重に研究していく。
（立花民生部長）

Q
A

　
国
民
健
康
保
険
、
老
人
医

療
保
険
、
介
護
保
険
の
各
会

計
の
合
計
は
、
一
般
会
計
と

ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
高
騰
す
る

医
療
費
を
踏
ま
え
、
今
後
５

年
後
、
10
年
後
は
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
出
方
法
は
。

Q　
被
保
険
者
へ
の
啓
発
や
、

平
成
20
年
度
か
ら
義
務
付
け

ら
れ
る
「
特
定
健
康
診
査

等
」
に
よ
る
生
活
改
善
の
指

導
、
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
取
組
み
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
い
、
医
療
費
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の

抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税

は
所
得
割
分
、
及
び
固
定
資

産
税
割
分
、
均
等
割
分
、
平

等
割
分
で
算
出
し
て
い
る
。

A

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
拡
大
が
全
国

的
に
進
ん
で
お
り
、
県
内
で

も
小
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・

通
院
の
医
療
費
を
助
成
し
て

い
る
市
町
も
あ
る
。
就
学
前

ま
で
を
小
学
校
卒
業
ま
で
制

度
拡
充
は
出
来
な
い
か
。
ま

た
、
そ
の
適
用
に
よ
る
対
象

人
数
と
医
療
費
の
見
込
み
額

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

Q　
現
在
、
所
得
制
限
の
緩
和

や
独
自
の
補
助
に
よ
り
無
料

と
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

制
度
拡
充
は
、
多
大
な
負
担

を
必
要
と
す
る
た
め
、
町
民

ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
に
努

め
、
国
や
県
に
対
し
要
望
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
慎
重
に

研
究
し
て
い
く
。

　
な
お
、
制
度
拡
充
に
よ
る

対
象
者
は
、
約
３
千
200
人
程

度
と
な
り
、
必
要
経
費
は
厚

生
労
働
省
の
国
民
医
療
費
調

査
に
よ
る
大
雑
把
な
試
算
で
、

約
２
千
万
円
程
度
の
負
担
増

が
見
込
ま
れ
る
。

A

　
75
才
以
上
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
は
、
国
保
か
ら

脱
退
し
て
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
と
、
国
保

医
療
費
が
減
る
と
思
う
が
、

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

Q　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

よ
り
、
医
療
費
に
関
す
る
熊

野
町
の
支
出
は
、
こ
れ
ま
で

と
比
べ
減
額
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
国
保
税
に
つ
い

て
は
、
今
回
か
ら
「
医
療
給

付
費
分
」
、
「
介
護
納
付
金

分
」
及
び
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
」
の
課
税
項
目
ご
と

に
賦
課
額
を
算
定
し
、
法
定

の
割
合
に
基
づ
き
調
整
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
医
療
費
増
加
等
の
状
況
か

ら
、
保
険
税
の
増
額
改
定
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A

（渡議員、山野議員）
医療費の増加による国民健康保険事業の財政対策は。

様々な施策を講じることで、医療費の抑制を図っていく。
（立花民生部長）

Q
A

（山野議員）
後期高齢者医療制度の開始で、国民健康保険税はどう変わるのか。

医療費が増加する状況から、保険税の増額をお願いしたい。
（立花民生部長）

Q
A



くまの議会だより　第 ６6 号 ８

建 

設 

部 

門

（渡議員）
下水道事業の今後の方針は。

平成21～23年度の間は使用料を改定せず、健全な
経営を行っていけると考えている。（宮本下水道課長） 

Q
A

　過
去
に
お
い
て
、
下
水
道
事
業

は
国
が
奨
励
し
た
事
業
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
全
国
的
に
自
治
体
の
財

政
を
圧
迫
す
る
原
因
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。
下
水
道
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針

で
臨
む
の
か
。

Q

　川
角
交
差
点
以
東
の
供
用
開

始
は
い
つ
頃
な
の
か
。

Q

　
借
入
金
の
元
利
償
還
金
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
て
を
下
水

道
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

経
費
を
繰
入
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
し
か
し
、
財
政
の
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
財
政

計
画
」
に
お
い
て
、
計
画
期
間
の

間
は
事
業
の
優
先
度
を
重
視
し
た

効
率
の
良
い
整
備
等
の
実
施
に
よ

り
、
使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
な

く
、
健
全
な
経
営
を
行
っ
て
い
け

る
と
考
え
て
い
る
。

A

　
平
成
19
年
度
末
に
完
成
予
定
で

あ
っ
た
が
、
電
柱
等
の
移
設
に
よ

り
、
平
成
20
年
７
月
末
頃
ま
で
工

期
延
伸
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

A
　深
原
地
区
か
ら
黒
瀬
へ
の
ト

ン
ネ
ル
は
、
当
初
平
成
22
年
度

に
は
開
通
で
き
る
と
聞
い
て
い

た
が
、
い
つ
頃
の
予
定
か
。

Q　
熊
野
町
側
は
、
用
地
補
償
契
約

が
概
ね
完
了
し
、
一
部
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
黒
瀬
側
は
用
地

取
得
が
未
完
で
あ
る
た
め
、
継
続

し
て
用
地
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

A

　道
垣
内
交
差
点
の
改
良
は
い
つ
頃

な
の
か
。

　ま
た
、
交
差
点
の
改
良
が
で
き
れ

ば
、
矢
野
安
浦
線
の
現
道
改
良
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

Q　
平
成
19
年
度
か
ら
、
用
地
測
量
が

行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
以
降

は
、
早
期
の
用
地
補
償
契
約
や
現
地

工
事
の
着
手
を
目
指
す
。

　
な
お
、
現
道
改
良
に
つ
い
て
は
、

矢
野
安
浦
線
バ
イ
パ
ス
路
線
の
早
期

供
用
の
要
望
と
と
も
に
、
部
分
的
な

交
差
点
改
良
等
、
着
手
可
能
な
箇
所

か
ら
整
備
を
進
め
る
よ
う
、
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

A
　郵
便
局
手
前
を
右
折
し
、
瀬
野
呉

線
に
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は
。

Q　
約
820
ｍ
の
残
区
間
が
あ
り
、
起

点
・
終
点
の
双
方
か
ら
用
地
買
収
が

行
わ
れ
て
お
り
、
起
業
地
面
積
の
約

24
％
が
用
地
買
収
済
み
で
あ
る
。

A

（馬上議員）
県道矢野安浦線の改良計画は。

一層の整備促進と早期の供用開始を積極的に働きかけていく。
（橋本副町長、古毛堂建設部長）

Q
A

役場前の道垣内交差点
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（南田議員）
篭池受迫共有地（熊野中学校プールほか）の問題について、早期の解決を。

非常に大きな問題であり、様々な角度から検討が必要と考える。
（平本町長、加藤教育部長）

Q
A

教 

育 

部 

門

　昭
和
62
年
に
受
迫
共
有
地

を
賃
借
契
約
し
て
い
る
が
、

真
正
な
所
有
権
者
か
。

Q　
平
成
元
年
４
月
１
日
付
け

の
契
約
で
、
賃
借
人
で
あ
る

安
芸
郡
熊
野
町
長
と
賃
貸
人

で
あ
る
当
時
の
篭
池
受
迫
代

表
者
と
の
間
で
、
土
地
賃
貸

借
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

A
　代
表
権
を
証
す
る
書
面
は

あ
る
の
か
。

Q　
代
表
権
を
証
す
る
書
面
は

な
い
が
、
篭
池
受
迫
代
表
と

し
て
、
当
該
受
迫
関
係
者
に

対
し
「
土
地
賃
貸
借
契
約
」

を
か
わ
し
、
賃
借
料
を
支
払

っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

A

　賃
借
料
は
誰
に
支
払
っ
て

い
る
の
か
。
所
有
権
登
記
名

義
と
賃
料
受
領
名
義
は
同
一

な
の
か
、
そ
れ
と
も
代
表
者

な
の
か
。

Q　
受
迫
代
表
者
に
対
し
支
払

い
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

土
地
登
記
簿
謄
本
に
お
い
て
、

所
有
者
は
各
受
迫
と
な
っ
て

い
る
が
、
賃
料
受
領
名
義
は

受
迫
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
代
表
者
は
過
去
２
回

変
更
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
都
度
変
更
に
な
っ
た
代

表
者
と
変
更
契
約
を
結
ん
で

い
る
。

A

　学
校
給
食
は
、
株
式
会
社
日
米
ク

ッ
ク
広
島
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

安
全
面
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
食
材
の
仕

入
れ
先
、
調
理
方
法
、
衛
生
面
の
確

認
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
食
の
安

全
を
考
え
る
上
で
、
「
地
産
地
消
」

で
の
自
校
方
式
を
目
指
し
た
ら
と
考

え
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

Q
　
国
が
定
め
た
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
」
に
則
り
、
食
の
安
全
に
努

め
て
い
る
。
納
入
業
者
か
ら
は
、
食

材
の
安
全
を
証
す
る
検
査
結
果
票
の

提
出
を
求
め
、
さ
ら
に
、
納
入
さ
れ

た
食
材
の
抜
き
打
ち
検
査
も
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
、「
地
産
地
消
」
も

考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
自
校
給

食
に
は
概
算
（
４
校
）
で
、
年
間
約

１
億
６
千
万
円
の
経
費
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
現
在
の
財
政
状
況
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

A

（白築議員）
学校給食の安全確認を。

　検査委託の実施や、設備や施設の視察・
　　　　　指導により、食の安全に努めている。　（加藤教育部長）
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A




